
ア
八
1
l
ア
ヒ

-
御
合
弟
諮
問
邸
玄
は
、
蓮
如
上
人
へ
御
代
を
穫
し
給
一
切
披
合
・三
谷
・
加
盟
代
寺
・
符
海
矢
崎
・
今
江
・
忽
天
・
一
方
と
戟
ひ
て
討
死
せ
し
と
て、

兵
器
は
期
制
作
村
猫
筏
一

=
ひ
て
云

々
、
共
後
忽
て
北
図
加
州
へ
御
下

h
ま
し
ま
一
向
本
折
・安
宅
・安
宅
新
・安
宅
草
野
・浮
聞
は
加
賀
務

一の
遜
に
あ
り
。
』
と
あ
る
。

一

一
L
、
能
業
部
の
内
附
匹
、
様
町
戸
川
田
へ
御
入
あ
b
。』
と
あ

一
領
で
、
持
場
・ぬ
ペ
器
蛤
〉

・
串
へ
出
刷
・硝
茶
屋

Y
日

一

ア
ハ
フ
ノ
カ
ハ
ラ

栗
生
の
河
原

i
ア
ハ
フ
ノ

一

了
。
。
文
愈
の
光
に
は
、
『
芭
鶴
翁
附
句
に、

ぬ
つ
ま
む

一
末
・訟
附
ハ
村
訟
)
・佐
妥
門
首
位
決
U

は
大
即
日
寺
掛
川
領
で

一
ワ
タ
シ

梨
生
の神山。

一

昨
日
か
ら
す
ゑ
の
生
計
。
架
部
に
氏
け
ぬ
串
の
有
さ
ま
。

一
あ
っ
た
。
叉
小
松
町
は
阿
封
切
郷
・商
代
棚
田
・料
梅
郷
の

一

ア
ハ
フ
ノ
ワ
章、
Y

菜
生
の
波

北

陸
街
道
が
能

一

是
は
元
臓
の
比
の
艇
な
り
。
』
と
程
す
る
が
、
乙
の
附

一
入
舎
で
あ
る
と
い
ふ
。

一
栄
梢
誕
生
村
か
ら
橋
村
の
木
呂
場
に
至
る
聞
を
製
生

一

旬
は
芭
認
で
は
な
か
ら
う
。
こ
の
祖
泉
の
浴
室
に
就

一

ア
ハ
ヅ
シ
モ
ノ
ホ

粟
津
下
保

i
ア
ハ
ヅ
ホ

一
の
河
以
と
い
ひ
、
舟
渡
し
に
よ
っ
て
通
行
し
た
。
そ

一

い
て
は
、
『
明
和
九
年
壬
辰
六
且
吉
辰
皆
造
立
、
寛
政

一
契

津

係

。

一

の

舟

人

に
は
滞
か
ら
給
銀
を
奥
へ
、
士
人
に
は
結
貨一

六
年
叩
武
六
且
吉
日
さ
や
迄
這
致
、
政
永
七
甲
賀
九

一

ア
ハ
ヅ
ホ

粟
津
保

能
援
制
に
在
っ
た
。
部
彼

一
を
取
る
こ
と
な
〈
、
聞
人
た
り
と
も
治
大
の
製
求
を

一

且
昔
日

X
S言
。
』
の
文
献
が
あ
っ
て
、
そ
の
皆

吉

《
品
川
幡
宮
町
縦
獅
子
顕
の
銘
に
、
八
僻

宮

器

上

一
な
す
べ
か
ら
ず
。

nつ
ま
も
蓄
に
支
隙
な
か
ら

一

遺
骨
此
と
は
揚
読
及
び
湯
ざ
や
を
共
に
修
築
し
た
の
を

で
保
右
術
尉
知
久
胞
入
元
亨
二
年
八
月
背
日
と
あ
り
、

一
し
む
べ
〈
州
を
出
す
べ
し
と
の
=
一
令
侠
を
犯
し
た
高

一

い
ふ
の
で
あ
る
。
現
に
部
訴
の
中
央
に
総
訟
が
あ
っ
牒
正
二
年
話
内
辺
段
銭
凱
凶
役
引
刊
に
、

等
持
等
領

一
札
そ
加
盟
て
L
あ
っ
た
。
し
か
も
向
彼
等
は
士
人
に
朝
二

て
、
内
湯
を
設
備
す
る
政
館
が
そ
の
附
近
に
あ
る
。

一
賀
州
製
路
上
下
保
段
銭
と
あ
る
。
今
能
楽
却
に
製
油

一
し
て
す
ら
之
を
袈
求
し
た
の
で
、
覧
政
二
年
十
二
月

一

泉
質
は
硫
貰
泉
で
昂
憎
め
て
微
に
制
色
の

溜
濁
を
有

一
が
あ
り
、
江
・
沼
郡
に
下
梨
訟
が
あ
る
。

一
に
滞
か
ら
戒
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の

一

し
、
味
僅
か
に
蹴
〈
、
強
〈
硫
化
水
素
の
臭
気
を
政

一

ア
ハ
ド
ノ
チ
ョ
ウ

安
房
殿
町
↓
ホ
ン
ダ
ウ
ヂ

一
後
と
い
へ
ど
も
士
人
の
紡
貨
は
、
好
む
に
任
せ
て
取

一

ち
、
ア
ル
カ
リ
性
の
反
踏
を
早
出
す
る
。
祖
度
一
は
町
四

一
シ
モ

ヤ
ジ
キ
本
多
氏
下
郎
。

一
っ
た
ゃ
う
で
あ
る
0

・

一

氏
四
七
度
、

一
は
五
六
度
0

・

一

ア
ハ
フ

栗
生

打
能
楽
部
山
上
郷
に
臨
す
る

一

ア
ハ

7
ホ

栗
生
保

承
久
三
年
住
地
の
能
同盟凶

一

ア
ヒ
ウ
ラ
シ
ン
ス
ケ

相
浦
新
介

長
辿
郡
山
内
問
。

ア
ハ
ヅ
ガ
ダ

ケ

粟

津

ケ
按

J
ヒ
ト

モ
シ
ヤ

マ
一
郎
稿
。
白
山
起
に
之
を
架
に
作
っ
た
の
は
佳
子
を
股

一
回
数
阿
鍬
湖
町
制
中
に

『誕
生
保
、
九
段
六
、
建
m
m
一
天
正
イ

一
年
四
且
前
倒
利
家
が
仰
ケ
翻
の
役
に
背
抑
制

火
焔
山
。

一
し
た
の
で
あ
ら
う
。
郷
村
名
義
抄
は
、
自
古
湯
口

一
二
年
続
放
出
定
』
と
白
か
れ
た
の
は
、
製
生
保
の
設

一
し
て
退
い
た
時
、
新
介
は
己
の
潟
を
献
り
、
向
ら
初

ア
ハ
ヅ
ガ
ハ

粟
津
川

珠
洲
郡
大
屋
領
山
か
ら

一
拍
賂
の
二
村
で
あ
っ
た
が
、
関
東
よ
り
採
生
揃
七
郎

一
で
あ
る
o
能
鷲
凶

刷
蚊
阿
録
併
に
、
『
架
は
撲
の
諜

一
を
彊
い
て
踊
っ
た
o
後
利
家
之
を
筑
し
、
新
介
に
血

統
出
し
、
製
津
領
で
携
に
入
る
o
流
也
四
粁
許
。

一
と
い
」
士
の
来
て
か
ら
架
生
村
に
な
っ
た
と
す
る
の

一
な
り
。
川
誕
生
保
は
今
誕
生
村
な
り
o
亦
古
へ
の
勿
時

一
血
阿
部
純
一
仁
の
地
五
十
石
を
奥
へ
た
。

ア
ハ
ヅ
カ

Z
ノ
ホ

粟
津
上
保
J
ア
ハ
ザ
ホ

一
一
は
信
じ
難
い
。
正
保
・冗
文
・
山
口
亭
の
日
辻
帳
に
凱
び

一
郷
に
邸
す
。
』
と
い
っ
て
ゐ
ろ
。

一

ア
ヒ
オ
ヒ
ノ
マ
ツ

相
生
松

江
泊
抑
制
作
に
在

製
油
保
。

一
に
梨
生
村
と
あ
る
。

一

ア
ハ
フ
ホ

栗

生

保

羽
昨
郡
に
m
幽
す
る
。
詳
し

一
っ
た
。
江
沼
志
間
に
、
畑
生
松
、
回
廻
ふ
り
七
尺
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一
れ
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山

口

氏

十

一

時

れ

れ

れ

一
仁

川

町

一

ト

祝

日

日

時

十

日

に
、
『
於
梨
初
口
謹
一
絞
首

一
被
討
術
之
陶
云
h
k

o

』

一

ア
ハ
フ
ウ
ヂ

栗
生
氏

冊
岬
刑
半
分
脈
に、

加
賀
介

一
ケ
村
を
含
ん
で
閉
山
た
。

一
六
聞
と
あ
る
。

と
い
ふ
の
が
あ
り
、
宇
丹
は
宇
禄
呂
丹
波
で
あ
る。

一
野
際
音
信
の
孫
菅
原
四
郎
則
光
、
そ
の
子
孝
則
、
そ
の

一

ア
ハ
フ
ヤ
ゲ
ン
エ
モ
ン

薬
生
屋
源
右
衛
門

能

一

ア
ヒ
オ
ヒ
パ
シ
テ
ィ

相
生
橋
邸

明
治
三
年
五

組
前
の
磁
力
氏
と
の
悶
誇
に
閲
す
る
も
の
で
、
能
楽

一
子
製
佐
次
郎
助
方、

そ
の
子
問
太
郎
行
方
と
あ
る
。

一
決
郡
小
松
の
人
。
京
郊
と
批

ιた
oa政
元
年
生
ま

一
月
前
回
氏
は
東
京
に
於
け
る
築
地
郎
の
返
上
な
命
ぜ

綿
製
一
緒
の
こ
と
h
思
は
れ
る
が
、
い
づ
れ
の
年
に
係

一
誕
生
氏
は
能
安
部
誕
生
村
を
領
し
た
の
だ
ら
う
。

一
る
o
初
め
文
郎
兵
衛
に
祭
協
の
法
キ
一
段
び
、
文
本
多

一
ら
れ
、
筋
強
御
門
内
に
在
る
窃
郡
山
侯
阿
郎
氏
の
邸

る
と
も
判
断
し
得
ぬ
。

一

ア
ハ
フ
ジ
ヨ
ウ

栗
生
披

湖
町
湘
一
宮
寺
山
家
に

一
点
古
田
に
若
杉
終
に
従
う
て
白
磁
の
製
法
を
体
習
し

一
七
千
六
百
四
十
坪
を
奥
へ
ら
れ
た
が
、
同
年
入
月
ま

ア
ハ
ヅ
ゴ
ウ

粟
逮
郷

能
業
部
に
図
す
る。

こ

一
在
っ
た
。
恩
人
は
之
を
六
の
城
と
い
っ
て
阿
る
。
能

一
た
。
文
政
六
年
江
泊
加
に
吉
凶
屋
誌
の
聞
か
れ
る

一
た
之
を
返
上
し
た
。
筋
溢
備
へ
今
市
品
川
鍛
〉
内
の
邸
と

の
郷
の
う
ち
大
杉
・
赤
誠
・打
木
上
江
・翻
領
・日
用
・
一
を
名
跡
志
に
、『
一
室
と
御
閉
村
績
に
、
附
常
生
の
七
郎

一
宇
、
源
右
街
門
之
が
計
技
に
参
奥
し
、
天
保
中
自
ら

一
い
ふ
の
は
、
叉
相
生
橋
(
今
昌
平
橋
U

内
の
邸
と
お
か

荒
谷
・

一

享
年
七
十
五
o

-

ア
ハ
フ
ヤ
ゲ
ン
エ
モ
ン

栗
生
屋
源
右
衛
門

源

右
衛
門
の
子
。
初
名
祭
五
郎
。
矢
の
撲
を
欄嗣
い
で
小

松
に
祭
伎
を
製
し
、
後
金祖仲
に
移
っ
た

om有
術
門

は
文
久
二
年
ま
で
諾
家
の
注
文
に
胞
じ
た
が
、
指
定

に
召
抱
へ
ら
れ
て
か
ら
之
を
隠
し
た
。

ア
ハ
フ
ヤ
モ
ノ

栗
生
屋
物

削
常
生
屋
一

家
の
製

し
た
祭
儀
陶
器
を
い
ふ
。
寛
政
十
年
採
生
産
税
兵
衛

小
松
に
於
い
て
之
青
創
め
、
子
源
右
衛
門
に
守
一
っ
て

最
も
進
歩
し
、
そ
の
子
源
右
衛
門
は
金
裸
に
料
っ
て

之
を
製
し
た
。

ア
ハ
ラ

栗
原

付
ヲ
勿
陀
郡
也
知
院
内
wt
佐
保

に
回
す
る
部監問
。

ア
バ
ラ

阿
原

ア
ヒ
ア
ヒ
ダ
ニ

谷。

七
風
車
部
寺
山
の
う
ち
の
小
子
。

相
合
谷
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